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都内の転倒災害発生状況

転倒災害による休業４日以上の死傷者数の推移

東 京 労 働 局
労働基準監督署

６月は、転倒災害防止の重点取組期間です！

 転倒災害は、労働災害全体の約４分の１を占めています。特に、被災者の約７割が50歳以上
となっており、高齢になるほど転倒するリスクが上がります。

 職場における転倒災害を防止するため、裏面のチェックリストを活用した職場の点検や動画
を活用した教育を行い、職場環境の改善を図りましょう。

 厚生労働省では、令和２年３月に「高年齢労働者の安全と健康確保のためのガイドライン」
（エイジフレンドリーガイドライン）を策定しました。

（資料出所︓労働者死傷病報告）

転倒災害が全災害に占める割合が増加傾向

50歳以上が約７割

各業種毎の転倒災害発生状況
（平成31年、休業４日以上）

第三次産業全体では３割以上
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職場の転倒災害を防ぎましょう︕
～ＳＴＯＰ︕転倒災害プロジェクト実施中～

主な原因は「滑り」や「つまずき」 年齢別の転倒災害発生状況
（平成31年、休業４日以上）
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ＳＴＯＰ︕転倒災害プロジェクト実施要綱（主唱︓厚生労働省・中央労働災害防止協会）

動画で見られる資料「転倒・腰痛防止用視聴覚教材」を掲載しました

R２.６

１ 重点取組期間に実施する事項
① 6月の実施事項
ア 安全委員会等における転倒災害防止に係る現状と対策の調査審議
イ チェックリストを活用した安全委員会等による職場巡視、職場環
境の改善や労働者の意識啓発、防止対策の実施（定着）状況の確認

② 準備期間（冬季前）の実施事項
ア 積雪、凍結前に労働者に対する注意喚起
イ 積雪、凍結時に転倒のおそれのある箇所の事前確認

２ 一般的な転倒災害防止対策
① 作業通路における段差や凹凸、突起物、継ぎ目等の解消
② ４Ｓ（整理、整頓、清掃、清潔）の徹底による床面の水濡れ、
油汚れ等のほか台車等の障害物の除去等

３ 冬季における転倒災害防止対策
① 気象情報の活用によるリスク低減の実施
② 通路、作業床の凍結等による危険防止の徹底

「転倒・腰痛防止用視聴覚教材」（動画）厚生労働省の「職場のあんぜんサイト」には、皆様の安全活動
をサポートする転倒災害の防止に関連する様々な情報を掲載して
います。
転倒や腰痛は、日常的に起こり得る災害です。働く皆様が日常

的に転倒や腰痛災害の防止を心がけられるよう、災害事例、防止
対策をまとめていますので、職場での安全衛生教育などにお役立
てください。

掲載先「職場のあんぜんサイト 転倒 視聴覚教材」で検索
アドレスは下記、QRコードは右
☞ http://anzeninfo.mhlw.go.jp/information/videokyozai.html

エイジフレンドリーガイドライン（高年齢者の安全と健康確保のためのガイドライン）
厚生労働省では、令和２年３月に「高年齢労働者の安全と健康確保のためのガイドライ
ン」（エイジフレンドリーガイドライン）を策定しました。
このガイドラインは、高齢者を現に使用している事業場やこれから使用する予定の事業場
で、事業者と労働者に求められる取組を具体的に示したものです。
働く高齢者の特性に配慮したエイジフレンドリーな職場を目指しましょう。

国による支援︓エイジフレンドリー補助金（新設）
高齢者が安心して安全に働くための職場環境の整備等に要する費用を補助します 是非ご活用ください
※事業場規模、高年齢労働者の雇用状況等を審査の上、交付決定（全ての申請者に交付されるものではありません）

１ 対象者 60歳以上の高年齢労働者を雇用する中小企業等の事業者
２ 補助額 補助率２分の１、上限100万円
３ 対象経費

高年齢労働者の労働災害防止のための措置に係る経費
【措置の例】
○高齢者に優しい施設整備や機械設備の導入等
・作業場内の段差解消 ・床や通路の滑り防止
・リフト機器等の導入による人力取扱重量の抑制

○健康確保のための取組
・高年齢労働者の体力低下について気づきを促す取組
・ウェアラブル端末を活用したバイタルデータの「見える化」

○高年齢者の特性に配慮した安全衛生教育

※補助の具体的な条件、応募手続き等の詳細は、
厚生労働省ホームページを確認してください。

厚生労働省

間接補助事業者︓（一社)日本労働安全衛生コンサルタント会

申請者(中小企業等事業者）
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